
日本の文化的パフォーマンスを体験
本学×英国ケント大学 日英共同事業

　
本
学
と
英
国
ケ
ン
ト
大
学
は
令
和
元
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
に
向
け
、10
月
23
日
か
ら

25
日
に
か
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
な
っ

て
率
い
て
き
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
メ
イ
ヨ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授

か
ら
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

国
際
研
究
交
流
の
重
要
性
を
再
認
識

　

令
和
元
年
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
演
劇

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
修
道
院
の
祈
り
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
英
国
で
行
わ
れ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
延
期
を
経
て
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
。
今
回
、
祝
詞
奉
上
、
茶
道
作
法
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
文
化
の
紹
介
が
で
き
た
。

ワークショップ ❶
祝詞奏上
▶瓜田理子准教授（現代日本社会学科）
　三宅勝正宮司（用賀神社）

ワークショップ ❷
🄐 天照大御神に捧げる無音の調べ：神宮式年

遷宮と神楽秘曲 ▶瓜田准教授
🄑 三宅勝正宮司による人長舞の披露
ワークショップ ❸
明治大正期における、シェイクスピア「ヴェニス
の商人」の受容 ▶平石岳助教（国文学科）
ワークショップ ❹
茶の湯　▶淺沼博氏（特別招聘教授）
ワークショップ ❺
神道古典の儀礼化について
▶新田惠三助手（神道学科）

ワークショップ ❻
「御師」「御祓大麻（お札）」「神楽」の講話・資料

熟覧　▶小林郁助教（研究開発推進センター）
ワークショップ ❼
お札作り体験　▶浦野綾子助教（研究開発推進センター）・
　　　　　　　　 小林助教・新田助手

見学と神宮参拝
特別展「生きる正倉院」
皇大神宮（内宮）・豊受大神宮（外宮）

【ケント大学参加者】
ロリー・ロネイン氏	 キャサリン・リチャードソン氏
クレア・ライト氏	 エイミー・サクビル氏

英
国
へ
の
派
遣
研
究
の
報
告
◥

武も
の
の
ふ士
と
し
て
、英
国
で
、世
界
の
中
の
日
本
を
学
ぶ

皇
學
館
大
学
　
現
代
日
本
社
会
学
部

文
化
発
信
コ
ー
ス（
伝
統
文
化
）
准
教
授　

岩い
わ

崎さ
き 

正ま
さ

彌や

　
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
８
月
27
日
よ
り
令

和
４
年（
２
０
２
２
）８
月
26
日
ま
で
、私
は
ロ

ン
ド
ン
大
学
・
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院（
Ｓ

Ｏ
Ａ
Ｓ
）の
日
本
文
化
研
究
所（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）さ
ま

か
ら
客
員
研
究
員（visiting	scholar

）と
し
て

の
招
聘
を
い
た
だ
き
、
ま
た
本
法
人
か
ら
派

遣
研
究
員
制
度
の
運
用
を
賜
り
、「
英
国
の
伝

統
文
化
と
日
本
の
伝
統
文
化
の
研
究
」
を
主

題
と
し
て
、
１
年
間
の
英
国
留
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

　
併
せ
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
・
継

続
教
育
学
部
・
美
術
史
コ
ー
ス
に
合
格
し
、１

年
生
と
し
て
毎
週
木
曜
日
に
特
急
で
片
道
１

時
間
の
通
学
を
延
べ
30
日
ほ
ど
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
創
立
１
１
６
７
年
の
英
語
圏

最
古
の
大
学
の
、
各
カ
レ
ッ
ジ
の
聖
堂
や
図

書
館
や
博
物
館
や
、
街
の
隅
々
を
堪
能
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
英
国
で
は
「
外
出
の
時
は
必
ず
羽
織
袴
姿

で
」
と
心
に
誓ち
か

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ

う
ど
１
５
０
年
前
の
１
８
７
２
年
に
訪
英
し

た
岩い
わ

倉く
ら

具と
も

視み

使
節
団
に
因ち
な

ん
で
、
そ
の
頃
よ

り
だ
ん
だ
ん
と
日
本
人
が
置
き
忘
れ
て
き
た

「
大や
ま
と和
魂だ
ま
し
い

」
を
拾
っ
て
戻
る
武も

の
の
ふ士
の
心
構
え

に
て
、
英
国
に
挑
む
気
概
を
示
す
為
。

　
お
か
げ
さ
ま
に
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

英
語
で
、（
時
に
日
本
語
で
）「
か
っ
こ
い
い

Lovely!

」「
仏
教
の
僧
侶 m

onk

か
？
」「
武

道
の
師
匠 m

aster

か
？
」
な
ど
と
声
を
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。
立
ち
話
と
な
り
、
記
念
撮

影
か
ら
名
刺
交
換
を
し
、
メ
ー
ル
を
交
わ
す

仲
の
友
人
を
多
数
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ご
縁
で
、
中
華
民
国
建
国
１
１
０
年

祝
賀
に
、
さ
ら
に
そ
の
会
場
で
の
ご
縁
に
よ

り
、
リ
ト

ア
ニ
ア
大

使
館
の
催

事
に
お
招

き
い
た
だ

き
、
同
国

大
使
、
台

湾
代
表
、

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
大
使

を
は
じ
め

各
国
の
方

方
と
、
日

本
を
代
表

し
て（
!
）黒
紋
付
羽
織
袴
姿
に
て
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　
国
際
都
市
ロ
ン
ド
ン
で
は
半
数
近
く
は
移

民
系
の
方
々
で
し
た
の
で
、
中
南
米
、
ア
フ

リ
カ
、
中
東
、
イ
ン
ド
、
ア
ジ
ア
な
ど
、
様
々

な
地
域
・
民
族
・
宗
教
を
背
景
と
さ
れ
た
方
々

と
語
り
合
い
、
世
界
中
の
人
々
が
何
を
考
え
、

何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
、
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、英
国
で
日
本
の
剣け
ん

道ど
う

、居い

合あ
い

道ど
う

、杖じ
ょ
う

道ど
う

、
合あ
い

気き

道ど
う

、
弓き
ゅ
う

道ど
う

な
ど
を
指
導
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
英
国
人
師
範
の
皆
さ
ま
の
道
場
を

取
材
い
た
し
ま
し
た
。
師
範
と
弟
子
の
皆
さ

ま
が
、
よ
り
古
風
で
本
格
的
な
日
本
の
武ぶ

士し

道ど
う

精
神
を
体
得
せ
ん
と
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
真し
ん

摯し

な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
に
よ
り
ま
し
て
世
界
中
の
方

方
と
英
語
で
対
話
を
す
る
こ
と
に
自
信
を
深

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
の
輝か
が
や

き
と

尊と
う
と

さ
へ
の
誇
り
を
高
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
伝
統
的
精
神
の
さ
ら
な
る
涵か
ん

養よ
う

と
、
混こ
ん

沌と
ん

た
る
世
界
に
対
し
て
神

国
日
本
が
果
た
す
べ
き
使

命
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
私
は
こ
の
英

国
留
学
か
ら
得
た
発
見
を

学
生
た
ち
に
伝
え
つ
つ
、

日
本
の
伝
統
文
化
教
育
の

再
構
築
を
通
じ
て
、
日
本

人
と
し
て
一
層
に
共
に
世

界
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

初
日
の
23
日
は
ケ
ン
ト
大
学
研
究
者
が

祝
詞
を
唱
え
る
「
祝
詞
奏
上
」
体
験
型
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
記
念
講
堂
で

の
瓜
田
理
子
准
教
授
に
よ
る
神
宮
式
年
遷

宮
と
神
楽
秘
曲
の
講
話
後
、
祭
式
教
室
に

て
用
賀
神
社
宮
司
の
三
宅
勝
正
氏
（
専
攻

科
29
期
生
）が
斎
主
を
務
め
、
神
社
拝
詞
の

奏
上
及
び
玉
串
奉
奠
を
体
験
し
、
三
宅
氏

に
よ
る
人
長
舞
を
鑑
賞
し
た
。

　

次
に
、平
石
岳
助
教
が『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商

人
』
を
取
り
上
げ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
一
言
で
い
え
ば
、「Shylock

が

Antonio

の
胸
肉
を
ナ
イ
フ
で
抉
ろ
う
と

す
る
場
面
ば
か
り
が
明
治
大
正
期
に
一
幕

物
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
内

容
だ
。
ケ
ン
ト
大
学
の
先
生
方
と
の
質
疑

を
通
し
て
、
両
国
間
の
「P

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

erform
ance

」

を
め
ぐ
る
意
見
交
換
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
淺
沼
博
特
別
招
聘
教
授
の
指

導
の
も
と
「
茶
の
湯
」
で
亭
主
と
客
の
在

り
方
を
学
ん
だ
。
亭
主
は
客
の
た
め
に
最

大
限
の
心
配
り
を
し
、
客
は
亭
主
の
真
心

に
素
直
に
応
え
、感
謝
の
心
を
伝
え
た
。こ

の
よ
う
に
、「
茶
の
湯
」
は
一
盌
の
お
茶
で

亭
主
と
客
が
精
神
的
な
や
り
取
り
を
致
す
。

茶
道
部
の
学
生
と
ゲ
ス
ト
の
方
々
が
亭
主

側
と
客
側
と
に
分
か
れ
、
茶
道
の
本
質
を

体
験
・
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

24
日
、
浦
野
綾
子
助
教
、
小
林
郁
助
教

と
新
田
惠
三
助
手
に
よ
る
神
道
・
信
仰
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

新
田
助
手
の
講
義
で
は
神
道
古
典
の
儀
礼

化
に
つ
い
て
触
れ
、
吉
田
神
道
の
儀
礼
実

演
な
ど
を
行
っ
た
。
小
林
助
教
の
講
義
で

は
伊
勢
御
師
・
御
祓
大
麻
・
神
楽
に
着
目

し
、
人
々
の
伊
勢
信
仰
に
つ
い
て
考
え
た
。

そ
の
後
、
実
際
の
版
木
か
ら
お
札
を
刷
る

「
お
札
作
り
体
験
」を
行
っ
た
。
参
加
し
た

博
物
館
学
芸
員
課
程
を
履
修
す
る
神
道
学

科
の
学
生
は
、「
英
国
か
ら
遥
々
海
を
越
え

て
、
私
た
ち
が
大
学
で
学
ん
で
い
る
神
道

に
つ
い
て
研
究
し
に
来
て
く
れ
た
こ
と
が

嬉
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
ケ

ン
ト
大
学
研
究
者
及
び
同
行
家
族
が
内
宮

を
参
拝
。
神
宮
司
庁
広
報
室
室
長
で
神
宮

禰
宜
の
石
垣
仁
久
氏
の
ご
案
内
を
賜
り
、

河
野
訓
学
長
と
三
宅
氏
、瓜
田
准
教
授（
通

訳
）が
随
行
。
神
宮
茶
室
の
見
学
、神
楽
殿

に
て
御
神
楽
奉
納
後
、
御
垣
内
参
拝
を

粛
々
と
行
っ
た
。
古
殿
地
に
て
ご
正
宮
を

拝
し
た
後
、
荒
祭
宮
を
参
拝
し
て
、
宇
治

橋
を
後
に
し
た
。

　

25
日
は
神
宮
徵
古
館
・
神
宮
美
術
館
・

せ
ん
ぐ
う
館
に
お
い
て
開
催
中
の
特
別
展

「
生
き
る
正
倉
院
」を
観
覧
し
た
。
天
平
時

代
の
正
倉
院
宝
物
の
復
元
は
、
当
時
の
工

芸
技
術
を
伝
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
倉
院
宝
物（
複
製

品
）と
神
宮
の
御
装
束
・
神
宝
と
が
一
緒
に

展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
式
年

遷
宮
ご
と
の
御
装
束
・
神
宝
の
奉
製
が
古

代
の
技
術
を
継
承
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
観
覧
後
に
は

外
宮
の
参
拝
と
神
域
の
散
策
を
行
っ
た
。

　

以
上
、関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、ケ

ン
ト
大
学
の
皆
様
に
多
く
の
日
本
文
化
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
「
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
発

表
を
求
め
ら
れ
た
本
学
教
員
側
も
、
大
き

な
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
こ
の
よ
う
な
国
際
研

究
交
流
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
機
会
で

あ
っ
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位

に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

3 年ぶりに有意義な研究交流の機会となった同プロジェクト

ウエストミンスター宮殿（英国国会議事堂）にて

ウエールズのカーディフの合気道「Sally道場」にて

右／茶を振る舞う学生
左／「お札作り体験」では学生が作り方を指導
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カ
ナ
ダ・ヨ
ー
ク
大
学

夏
期
英
語
研
修
を
実
施

日本・世界・未来を繋ぐ ■学■生■大■使が活躍

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
や
ジ
ュ

ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を

契
機
に
世
界
へ
目
を
向
け
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

国
際
的
な
活
動
に
継
続
的
に
取
り

組
む
若
者
を
応
援
し
よ
う
と
、
三

重
県
が
実
施
し
て
い
る
「
み
え
グ

ロ
ー
カ
ル
学
生
大
使
」。同
大
使
に

小
川
里
奈
朋
さ
ん（
コ
ミ
３
）と
紀

平
恵
梨
子
さ
ん（
教
育
３
）が
任
命

さ
れ
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
人
と
話
す
こ
と
が
好

き
な
上
、
英
語
の
教
師
を
め
ざ
し

て
お
り
、
国
際
交
流
や
国
際
貢
献

に
興
味
が
あ
っ
た
と
話
す
小
川
さ

ん
。
１
年
生
の
頃
か
ら
週
１
回
の

ペ
ー
ス
で
学
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ

ウ
ン
ジ
に
通
い
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
環

境
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
っ
た
県
主
催

の
催
し
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

き
た
。
８
月
１
日
に
は
同
大
使
と

し
て「
Ｃ
Ｉ
Ｒ（
国
際
交
流
員
）と
の

交
流
会
in
志
摩
市
」
に
参
加
。「
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
サ
ミ
エ

ー
ル
」
へ
の
訪
問
や
賢
島
エ
ス
パ

ー
ニ
ャ
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
し
三
重

の
良
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
こ
と
か
ら
、「
灯
台

下
暗
し
と
の
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
地
元
民
や
若
者
が
地

域
の
魅
力
に
気
付
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
三
重
の
素
晴
ら
し

さ
を
県
民
や
海
外
の
人
に
発
信
し

て
い
け
れ
ば
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

紀
平
さ
ん
は
今
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
目
標
に

つ
い
て
学
生
同
士
で
話
し
合
う

「
太
平
洋
し
ょ
国
の
学
生
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
に
出
席
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。
こ
の
交
流
会

で
日
本
と
は
違
う
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
現
状
や
多
様
な
考

え
方
に
触
れ
視
野
が
広
が
っ
た
経

験
か
ら
同
大
使
に
申
し
込
ん
だ
。

英
語
で
発
言
す
る
環
境
に
あ
え
て

身
を
置
く
こ
と
で
良
い
意
味
で
肩

の
力
が
抜
け
、「
以
前
は
失
礼
な
言

い
方
で
は
な
い
か
な
ど
い
ろ
い
ろ

考
え
て
し
ま
い
英
語
を
話
す
機
会

を
避
け
て
い
た
が
、
今
は
そ
れ
以

上
に
文
化
や
価
値
観
が
違
う
外
国

の
方
々
と
の
交
流
が
楽
し
い
」
と

話
す
。大
使
の
活
動
を
通
し
て「
私

た
ち
世
代
の
人
に
三
重
を
起
点
に

国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
意
識
を

育
み
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　

同
大
使
の
任
期
は
卒
業
す
る
ま

で
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　

カ
ナ
ダ・ヨ
ー
ク
大
学

夏
期
英
語
研
修
を
実
施

フ
ラ
ン
ス
人
留
学
生
・
ノ
ミ
ノ
エ
さ
ん
が
１
カ
月
間「
皇
學
館
生
」に

　

フ
ラ
ン
ス
人
留
学
生
の
ノ
ミ
ノ

エ
（N

om
inoée

）
さ
ん
が
10
月
31

日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
の
約
１
カ

月
間
、「
皇
學
館
高
校
生
」
と
し
て

本
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
母

国
フ
ラ
ン
ス
で
２
年
間
日
本
語
を

学
ん
で
い
る
ノ
ミ
ノ
エ
さ
ん
は
、

日
本
文
化
へ
の
興
味
か
ら
ご
家
族

が
英
会
話
教
室
を
開
い
て
い
る
幸

田
萌
さ
ん
（
２
年
７
組
）
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
て
お
り
、
そ
の
縁
で

来
校
し
た
。
ノ
ミ
ノ
エ
さ
ん
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
す
べ

て
の
授
業
に
参
加
。
本
校
の
印
象

に
つ
い
て
は
「
み
な
さ
ん
、
と
て

も
親
切
で
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
。

日
本
人
は
感
情
を
示
さ
な
い
と
聞

い
て
い
た
が
、
み
ん
な
個
性
豊
か

で
社
交
的
」
と
話
し
、
楽
し
い
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

８
月
６
日
か
ら
同
月
25
日
ま
で

約
３
週
間
に
わ
た
り
、
カ
ナ
ダ
・

ヨ
ー
ク
大
学
で
夏
期
英
語
研
修
が

行
わ
れ
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で

従
来
な
か
っ
た
入

国
手
続
き
等
が
増

え
た
こ
と
も
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教

員
が
同
行
。
教
員
の

帰
国
後
も
国
際
交
流

担
当
の
職
員
と
常
に

連
絡
が
と
れ
る
体
制

を
整
え
た
た
め
、
学

生
た
ち
は
安
心
し
て

留
学
生
活
を
満
喫
し

た
よ
う
だ
。

　
「
と
に
か
く
楽
し

か
っ
た
」
と
満
足
気

に
話
す
の
は
加
藤
凜
さ
ん
（
コ
ミ

３
）。「
英
語
力
に
自
信
が
な
か
っ

た
が
、
現
地
で
自
分
の
言
葉
が
通

じ
、
と
っ
さ
に
英
語
が
口
か
ら
出

た
と
き
は
成
長
を
感
じ
た
」
と
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
振

り
返
っ
た
。
参
加
者
10
名
は
リ
ス

ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
等
、

個
々
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
授
業
の

ほ
か
、
現
役
の
ヨ
ー
ク
大
学
生
と

の
対
話
、ホ
ス
ト
宅
で
の
滞
在
、観

光
、
多
彩
な
課
外
活
動
を
通
じ
て

異
文
化
交
流
を
図
っ
た
。

三
重
県
教
育
委
員
会
の
「
三

重
県
英
語
教
育
改
善
プ
ラ

ン
」
に
係
る
取
組
み
で
あ
る

「M
ie-

英
語
授
業
Ｐ
Ｒ
大
使
」
に

山
本
英
純
さ
ん（
コ
ミ
３
）と
西
野

晋
弥
さ
ん（
教
育
４
）が
任
命
さ
れ

た
。M

ie-

英
語
授
業
Ｐ
Ｒ
大
使
は

小
中
高
の
現
職
教
員
と
教
員
を
め

ざ
す
大
学
生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

教
員
研
修
の
受
講
や
公
開
授
業
の

参
観
の
ほ
か
、
効
果
的
な
研
修
や

先
進
的
な
授
業
の
実
践
を
記
事
に

ま
と
め
、
県
内
外
に
発
信
す
る
。

　

山
本
さ
ん
は
８
月
22
日
に
三
重

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
「
小
学
校
英
語Sm

all Talk

研
修
」（
講
師
／
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
川
村
一
代
准
教
授
）

を
現
職
教
員
と
と
も
に
受
講
し
た
。

Sm
all Talk

と
は
英
語
で
対
話
を

継
続
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
、
小

中
学
校
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
で
あ
る
。
研

修
後
、
山
本
さ
ん
は
「
英
語
教
育

に
お
け
るSm

all Talk

の
目
的
や

意
義
、
小
中
学
校
で
の
学
習
内
容

の
繋
が
り
が
分
か
っ
た
。
教
員
の

方
と
意
見
交
換
を
し
、
実
際
の
教

育
現
場
でSm

all Talk

が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
教
育
実
習

や
教
師
に
な
っ
て
英
語
を
教
え
る

際
に
生
か
し
た
い
」と
語
っ
た
。な

お
山
本
君
の
研
修
報
告
の
記
事
は
、

三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム（m

iekenshuinsta

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
た
り
は
三
重
県
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
桑
名
市
立
星
見
ヶ
丘

小
学
校（
11
月
22
日
）、志
摩
市
立
志

摩
中
学
校
（
令
和
5
年
１
月
27
日
）

〔
両
方
と
も
助
言
者
は
川
村
准
教
授
〕

で
開
催
さ
れ
る
公
開
授
業
に
参
加

し
、
そ
の
内
容
を
発
信
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

西
野
さ
ん
は
「
新
学
習
指
導
要

領
に
則
っ
た
英
語
の
授
業
を
参
観

し
、
自
分
が
実
際
に
教
え
る
と
き

の
参
考
に
し
た
い
」
と
公
開
授
業

参
観
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

メジャーリーグ観戦では現地ならで
はのスタジアムの盛り上がりを体感

カナダ有数の規模を誇るヨーク大学

気
候
、景
色
が
素
晴
ら
し
い
と

伊
勢
市
を
気
に
入
っ
た
様
子
の

ノ
ミ
ノ
エ
さ
ん

サマーイマージョンプログラム
月 火 水 木 金 土 日

Week １ ８月 ８日 ８月 ９日 ８月10日 ８月11日 ８月12日 ８月13日 ８月14日

 ９：00-11：00 ウェルカム
レセプション
プレースメント
テスト

英語研修 英語研修 英語研修 英語研修

休日 ナイアガラ
観光

11：15-12：15 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック

12：15-13：30 ランチ

13：30-16：00 英語研修 英語研修 タワートリップ ワークショップ スポーツ観戦

Week ２ ８月15日 ８月16日 ８月17日 ８月1８日 ８月1９日 ８月20日 ８月21日

 ９：00-11：00 英語研修 英語研修 英語研修 英語研修 英語研修

ワンダー
ランド
（遊園地）

休日
11：15-12：15 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック

12：15-13：30 ランチ

13：30-16：00 トロント島
ツアー ワークショップ ワークショップ ワークショップ キャンパス

イベント

Week ３ ８月22日 ８月23日 ８月24日

 ９：00-11：00 英語研修 英語研修

帰国
11：15-12：15 発音クリニック 発音クリニック

12：15-13：30 ランチ

13：30-16：00 ワークショップ フェアウェル
セレモニー

Mie-英語授業PR大使として現場を体
験する山本さん

学生の視点での発信
をめざす西野さん（左）
と山本さん

大使として積極的に活動したいと話す小川さん（左）と紀平さん

皇 學 館 学 園 報令和 4年11月22日� 　（� ）2皇 學 館 学 園 報（デジタル版 第 3号）

三重の魅力を国内外に発信
みえグローカル学生大使

英語教育の改善に一役
Mie-英語授業ＰＲ大使


